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JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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　今回のあぐろグラムでは、加賀郡吉備中央町上田西にある岩倉公園について紹介いたします。
　岡山県の中心点を検出した結果、岩倉山（標高394.2㍍）をシンボル公園として整備しました。写真は、
中心点を表現したモニュメントです。
　中心のステンレス球はHeart・Of・Okayamaを表
し、他はそれぞれ 県内の旧行政区分（岡山・倉敷・高梁・
井笠・東備・勝英・津山・真庭・阿新）を代表しています。
　ここからは360度のパノラマが見渡せ、気軽に利用
できる自然レクリエーションの森として親しまれてい
ます。

編集担当　弘末　彩香

農を担う
米麦農家　尾田 匠見 さん
上南地区………10ページ

農を担う
米麦農家　尾田 匠見 さん
上南地区………10ページ

農を担う
米麦農家　尾田 匠見 さん
上南地区………10ページ

ご飯に❻をのせる時は、汁をやや
多め（つゆだく状態）にするとホワ
イトソースとの絡みが良くなります。

Point!

ノートルダム清心女子大学  食品栄養学科 学生考案レシピ

材料（2人分）

❶鳥肉はひと口サイズに小さめにカット、タマネギはくし形の薄切り、トマトはさいの目切りにして、＜調味料A＞を合わせたフライパンでしっかり煮込む。
❷アスパラガス、赤パプリカは食べやすい大きさに切り、塩ゆでにする。その後、ざるにあげて水気をきっておく。
❸ホワイトソースを作るため、小麦粉とバターを600wのレンジで30秒加熱し、泡だて器でむらなく混ぜる。
❹❸に牛乳（60cc程度）を少しずつ加えて混ぜ、600wのレンジで3分加熱する。
❺❹を取り出してよく混ぜた後、残りの牛乳（50㏄程度）を少しずつ混ぜ、600wのレンジで更に1分加熱する。
　その後コンソメ、塩こしょうとブラックペッパーで味付けする。
❻ホワイトソースが完成したら、❶に溶き卵を加えて半熟になるまで加熱する。
❼ご飯の上に❻をのせて、周りにホワイトソース、アスパラガス、赤パプリカをトッピングして完成。

ご飯……………………………… 1合
鳥肉 ………………………… 120ｇ
タマネギ………………………… 60g
トマト …………………………… 60ｇ
アスパラガス…………………… 10g
赤パプリカ……………………… 10g
卵 ……………………………… 2個

＜調味料Ａ＞
水 ……………………………240cc
コンソメ（顆粒）…………… 小さじ２
醤油（濃口）……………… 大さじ1弱
めんつゆ(3倍希釈のもの）
………………………… 大さじ1弱

＜ホワイトソースB＞
バター…………………大さじ1と1/2
小麦粉 ………………大さじ１と1/2
牛乳
　…220cc～230cc（お好みの固さに調整）
コンソメ（顆粒）
……… 小さじ1/2程度（お好みで）
塩コショウ ………………………少々
ブラックペッパー ………………少々

彩り野菜のクリーム親子丼

今月の折り込み 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか令和６年産作付用水稲種子注文書
2023年10月号カタログショッピングチラシ

特集「営農振興計画」のあゆみ



FEATURE
This month's

今月の特集

基
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て

   

農
業
は
一
人
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

農
業
を
継
続
す
る
う
え
で
地
域
の
担
い
手
と
協
力
し
、
儲
か
る
農
業
を
目
指

し
ま
す
。

小
麦
粗
タ
ン
パ
ク
含
量
の
向
上
と
、
パ
ン
用
小
麦
の

試
験
栽
培
に
つ
い
て

　
生
産
者
が
Ｒ
Ｃ（
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
）
や
Ｃ
Ｅ（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
）
に
持
ち
込
ん
だ
小
麦
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
、
農
事
組
合
法
人
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
岡
山
と
共
同
で
全
サ
ン
プ
ル
の
粗
タ
ン
パ
ク
含
量
と
、

収
量
、
品
質
を
計
測
し
ま
し
た
。

　
計
測
し
た
数
値
を
生
産
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
次
年
度
の
栽
培
に
活

か
し
ま
し
た
。
数
値
が
低
い
生
産
者
に
は
、
実
肥
施
用
の
声
掛
け
を
す
る
な

ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
パ
ン
用
小
麦
の
試
験
栽
培
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
職
員
、
全
農
な

ど
関
係
機
関
と
現
地
講
習
会
を
実
施
し
た
り
、
実
際
に
栽
培
し
た
小
麦
（
せ

と
き
ら
ら
、
ふ
く
ほ
の
か
）
で
作
ら
れ
た
パ
ン
の
試
食
会
を
開
催
し
、
国
外

産
や
他
県
産
の
小
麦
と
比
較
し
た
り
し
ま
し
た
。「
せ
と
き
ら
ら
」
の
作
付
面

積
は
令
和
４
年
産
に
４
㌶
、
令
和
５
年
産
に
は
１２
㌶
と
拡
大
し
て
お
り
、
生

産
者
は
栽
培
基
準
を
守
り
良
質
な
パ
ン
用
小
麦
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

園
芸
品
目
の
生
産
振
興

　
岡
山
県
産
ブ
ラ
ン
ド
イ
チ
ゴ
や
ブ

ド
ウ
の
作
付
面
積
維
持
拡
大
の
支
援

を
行
い
ま
し
た
。（
晴
苺
：
９
・
４
㌃
、

オ
ー
ロ
ラ
ブ
ラ
ッ
ク
：
23
・
８
㌃
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
：
１
９
４
・

６
㌃
、
紫
苑
：
９
・
２
㌃
）
中
で
も
イ

チ
ゴ
は
、
新
規
栽
培
者
や
既
生
産
者

の
ハ
ウ
ス
の
新
設
、
増
設
、
高
設
栽

培
施
設
の
導
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
加
温
機
や
Ｃ
Ｏ
２
発
生

装
置
な
ど
ハ
ウ
ス
内
の
設
備
導
入
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ブ
ド
ウ
に
つ
い
て
は
優
良
苗
木
の

と
り
ま
と
め
を
行
い
、
５
３
５
㌃
相

当
を
納
品
し
ま
し
た
。（
ピ
オ
ー
ネ

１
２
６
本
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

２
９
０
本
な
ど
）

　
契
約
野
菜
の
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、

夏
秋
ナ
ス
な
ど
に
つ
い
て
も
、
ほ
場

の
確
認
を
行
い
面
積
維
持
拡
大
を
進

め
ま
し
た
。

２
年
目
に
つ
な
ぐ
セ
ン
タ
ー
長
の
思
い

　
パ
ン
用
小
麦
「
せ
と
き
ら
ら
」
の
栽
培
試
験
で
は
、
生
産
者
の
方
が
栽
培
に
関

し
て
協
力
い
た
だ
い
た
結
果
が
成
果
と
し
て
現
れ
、
次
年
度
の
試
験
栽
培
面
積

拡
大
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
本
所
営
農
部
と
も
密
に
情
報
交
換
や
販
路
に
つ
い

て
相
談
を
行
い
、
農
作
物
の
栽
培
面
積
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

肥
料
農
薬
に
関
し
て
も
担
当
部
署
と
相
談
し
、
品
目
や
土
壌
に
あ
っ
た
も
の
を

選
定
し
導
入
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
農
作
物
全
般
の
販
売
価
格
の
低
迷
と
、

地
元
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
自
粛
に
あ
る
中
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
度
は
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
有
利
販
売
で
き
る

よ
う
市
場
担
当
者
と
連
絡
を
緊
密
に
取
り
農
作
物
の
販
売
促
進
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
営
農
振
興
計
画
の
重
点
実
施
事
項
の
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ
ン
タ
ー
管
内
全
体
を
指
導
す
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
を
中

心
に
、
各
職
員
の
営
農
指
導
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
も
内
外

問
わ
ず
、
多
く
の
研
修
会
に
参
加
し
、
必
要
に
応
じ
て
職
員
会
議
を
随
時
開
催
し
、

セ
ン
タ
ー
内
で
も
指
導
内
容
や
支
援
事
業
に
つ
い
て
知
識
の
共
有
や
情
報
交
換
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

職
員
が
一
丸
と
な

り
、「
西
大
寺
営
農

セ
ン
タ
ー
が
あ
っ

て
良
か
っ
た
」
と
組

合
員
の
皆
さ
ま
に

感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
日
々
努
め
て

い
き
ま
す
。

地
域
と
共
に
、
儲
か
る
農
業
を
め
ざ
す

西
大
寺
営
農
セ
ン
タ
ー

基本
テーマ

趣味:スポーツ観戦　好物:メロン
座右の銘:好きこそ物の上手なれ

西
大
寺
営
農

セ
ン
タ
ー

氏名:河原 英揮

ぱれっと　23　ぱれっと　



持
続
可
能
な
農
業
を
め
ざ
し
て
、

魅
力
あ
る
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化

基
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て

   

当
セ
ン
タ
ー
管
内
は
、
米
、
大
麦
、
果
樹
、
野
菜
の
盛
ん
な

地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
高
齢
化
に
よ
る

農
業
者
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
な
ど
に
よ
る
栽
培
面
積
の
減
少

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
持
続
可
能

な
農
業
と
、
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

行
政
機
関
と
協
力
体
制
の
強
化
と

産
地
の
活
性
化
の
た
め
に

　
県
や
市
な
ど
行
政
機
関
と
協
力
体
制
を
強
化
し
、「
就
農
促

進
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
活
用
し
意
欲
あ
る
新
規
就
農

者
や
定
年
帰
農
者
へ
栽
培
指
導
と
相
談
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

（
令
和
４
年
度
新
規
就
農
者
：
２
名
）

　
牛
窓
地
域
に
お
い
て
は
、平
成
25
年
５
月
31
日
に「
冬
黄
白
菜
」

と
し
て
商
標
登
録
を
行
い
、
令
和
４
年
12
月
に
更
新
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
同
年
10
月
「
牛
窓
甘
藍
」
の
商
標
登
録
を
行
い
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
生
産
振
興
と
、実
需
者
向
け
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
し
た
。

　
牛
窓
夏
野
菜
部
会
で
は
「
そ
う
め
ん
南
瓜
」
の
知
名
度
ア
ッ

プ
の
た
め
、
令
和
４
年
７
月
に
中
国
学
園
大
学
の
協
賛
を
受
け

ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
お
披
露
目
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

販
売
戦
略
の
強
化
と
販
売
体
制
に

つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
管
内
は
20
の
生
産
者

組
織
が
あ
り
、
各
組
織
で
安
全
・
安

心
な
農
産
物
を
消
費
者
に
お
届
け
で

き
る
よ
う
栽
培
講
習
会
を
は
じ
め
、

目
揃
え
会
、
査
定
会
、
検
査
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
市
場
担
当
者
と
部
会
役
員
と
面
前

で
販
売
対
策
会
議
を
開
催
し
、
情
報

共
有
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
J
A

職
員
が
部
会
役
員
に
同
行
し
、
市
場

へ
出
向
き
卸
業
者
と
商
談
や
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
と
営
農
セ
ン
タ
ー

職
員
の
指
導
力
の
底
上
げ

　
令
和
４
年
度
よ
り
、Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員

を
１
名
増
員
し
、
５
名
の
職
員
が
中

心
と
な
り
指
導
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
栽
培
品
目

が
異
な
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
内
で
定

期
的
に
会
議
を
開
き
、
知
識
と
情
報

の
共
有
と
指
導
力
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。
そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
て

も
栽
培
講
習
会
や
現
地
講
習
会
を
す

る
な
ど
基
礎
知
識
を
習
得
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
職
員
全
員
の
営
農
知
識
の

幅
を
広
げ
る
よ
う
実
践
し
て
い
ま
す
。

２
年
目
に
つ
な
ぐ
セ
ン
タ
ー
長
の
思
い

　
当
セ
ン
タ
ー
管
内
は
、
瀬
戸
内
市
お
よ
び
岡
山
市
の
一
部
を
範
囲
と
し
、
地
域

別
に
、
米
麦
・
野
菜
・
果
樹
・
花
卉
の
産
地
が
あ
り
、
多
種
多
様
の
農
業
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
産
地
全
体
で
は
生
産
者
の
高
齢
化
や
就
業
人

口
の
減
少
に
と
も
な
い
、
栽
培
面
積
の
減
少
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
だ

け
で
は
解
決
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
生
産
者
組
織
や
関
係
行
政
機
関

と
協
力
し
、
一
歩
ず
つ
解
決
に
向
か
う
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
当
セ
ン
タ
ー
管
内
は
牡
蠣
の
産
地
で
も
あ
り
、
牡
蠣
殻
の
資
材
に
は
な

じ
み
深
く
、
近
年
で
は
野
菜
や
果
樹
な
ど
園
芸
作
物
に
多
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、

水
田
に
お
い
て
も
土
壌
改
良
資
材
と
し
て
施
用
し
て
い
ま
す
。
循
環
型
農
業
へ

の
関
心
と
理
解
を
高
め
栽
培
面
積
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
牛
窓
地
域
に
お
い
て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
地
図
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
耕

作
放
棄
地
や
不
耕
作
地
の
分
布
を
把
握
し
、
作
付
調
査
の
結
果
を
も
と
に
作
付

分
布
図
の
作
成
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
規
模
拡
大
を
望
む
生

産
者
や
、
新
規
就
農
者
へ
の
情
報
提
供
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
指
導
力
の
底
上
げ
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
生
産
者
へ
出
向

い
て
の
指
導
が
十
分
に
出
来
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員

に
限
ら
ず
、
地
区

担
当
者
の
指
導
力

を
含
め
た
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
生

産
者
・
地
域
の
皆

さ
ま
と
協
力
し
な

が
ら
、
顔
の
見
え

る
業
務
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

瀬
戸
内
営
農
セ
ン
タ
ー

基本
テーマ

趣味:農機具鑑賞　好物:漬物
座右の銘:継続は力なり

氏名:石黒 健

瀬
戸
内
営
農

セ
ン
タ
ー
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８
月
３
日
、
上
南
地
区
の
尾
田
匠
見

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　
祖
父
の
代
か
ら
地
域
の
農
地
を
借
り

受
け
て
米
麦
農
業
を
経
営
し
て
お
り
、

母
も
一
緒
に
農
業
に
従
事
し
て
い
た
の

で
、
私
も
小
学
生
の
頃
か
ら
手
伝
っ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
祖
父
か
ら
何
度
も「
農
業
を
や
っ

て
み
な
い
か
」と
誘
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　
今
年
で
就
農
し
て
16
年
に
な
り
ま
す

が
、
就
農
当
初
は
40
㌶
ほ
ど
の
経
営
面

積
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
徐
々
に
借
受
農

地
を
増
や
し
な
が
ら
７
年
前
に
法
人
化

し
、今
年
の
４
月
に
社
名
を
現
在
の「
サ

ニ
ー
フ
ァ
ー
ム
ま
さ
だ
株
式
会
社
」に

変
更
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
稲
５
品
種

を
78
㌶
、
麦
３
品
種
を
28
㌶
作
付
け
し
、

品
種
ご
と
に
生
育
状
況
が
違
う
の
で
、

作
業
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

い
ま
す
。

　
以
前
よ
り
経
営
面
積
が
増
え
た
の

で
、
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

ほ
場
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
肥
料
農
薬

の
散
布
情
報
や
収
量
・
品
質
と
い
っ
た

収
穫
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
、
来
年
の
作

付
け
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
ま
で
労
力
が
か
か
っ
て
い

た
営
農
計
画
書
も
地
図
シ
ス
テ
ム
を
基

に
作
成
し
て
省
力
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
効
率
的
に
作
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。

―
苦
労
す
る
こ
と
は

　
会
社
は
私
と
妻
、
母
と
ア
ル
バ
イ
ト

で
経
営
し
て
い
ま
す
が
、
農
繁
期
の
人

員
の
確
保
が
大
変
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
こ
の
辺
り
は
用
水
路
で
水

を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
水
路
の
老
朽

化
の
影
響
も
あ
っ
て
、
水
の
管
理
に
苦

労
し
て
い
ま
す
。
水
の
管
理
は
稲
の
生

育
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
の
で
、
ほ
場

の
整
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　
今
後
も
経
営
面
積
は
増
え
て
い
く
と

思
う
の
で
、
地
図
シ
ス
テ
ム
を
参
考
に

し
な
が
ら
米
と
麦
の
作
付
け
の
割
合
を

考
え
て
収
量
の
増
量
に
向
け
て
効
率
よ

く
栽
培
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
に

伴
っ
て
乾
燥
施
設
も
増
設
し
、
施
設
の

環
境
整
備
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
社
名
も
今
年
か
ら
変
更
し
た
の

で
、
地
域
の
方
に
会
社
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
引
き
続
き
地
域
に
根
差
し

た
農
業
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

祖父の思いを引継ぎ、
この地で農業を続ける。
祖父の思いを引継ぎ、
この地で農業を続ける。

vol.278

農
を担う

祖
父
の
思
い
を
引
き
継
い
で

米
・
麦
の
栽
培
割
合
を

調
整
し
て
、
収
量
増

尾田 匠見さん
「おだ　たくみ」
昭和５８年生まれ。サニーファームまさだ（株）代表取締役。上南米麦クラブ副会長。趣味は、釣りと
バイク。座右の銘は「探求心」。

上南地区：米麦農家

農業への思いを話す尾田さん 大型農機を使いこなす尾田さん

パソコンで作業の効率化を図る
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資料5 秋、球根内にできていた花芽が
　　　 茎葉とともに伸び始めた様子

資料6 動き出した発根部

資料7 ウイルス感染して発色不良になった花
　　　 （モザイク病）と複色花品種

葉

わき芽

花弁

左のように発根部が外皮に覆われている場合、
発根部を傷めないようにむくと発根しやすい

ウイルス感染株は、よく見ると
葉も部分的な変色やヨレが
あります

資料1 そら豆の作型表

資料2 播種

資料4 収穫

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

収穫播種

株間40cm

畝幅1.2m

深さ1cm

資料3 そら豆に登録のある殺虫剤
適用害虫

アブラムシ類・
ハモグリバエ類

アブラムシ類

アブラムシ類

薬剤名

アディオン乳剤

スタークル顆粒水溶剤

スミチオン乳剤

希釈倍数

3,０００倍

2,０００倍

1,０００倍

使用時期

収穫７日前

収穫７日前

収穫3日前

使用回数

3回

2回

3回

さやが斜め上に
むいているのは
未熟。下向きになり、
光沢が出てきたら収穫適期

未熟果

直まき

まき方

オハグロを
斜め下にする

りん片

茎

雄しべ
雌しべ

発根部

●
そ
ら
豆
に
つ
い
て

　原
産
地
は
地
中
海
沿
岸
で
、
生
育
適
温

は
16
〜
20
℃
で
、
冷
涼
な
気
候
を
好
み
ま

す
。
暑
さ
、
寒
さ
に
あ
ま
り
強
く
な
い
デ

リ
ケ
ー
ト
な
野
菜
で
す
。
年
末
・
年
始
等

の
厳
寒
期
に
小
さ
な
幼
苗
（
本
葉
5
枚
程

度
）
だ
と
耐
寒
性
が
強
く
、
少
々
の
寒
波
に

は
耐
え
ま
す
が
、
苗
が
大
き
く
な
る
と

0
℃
以
下
で
寒
さ
の
害
を
受
け
る
の
で
早

播
き
は
厳
禁
で
す
（
資
料
1
）。

　所
説
あ
り
ま
す
が
そ
ら
豆
は
、
さ
や
の

先
が
空
に
向
か
っ
て
付
く
こ
と
が
名
前
の

由
来
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
収
穫
時
期

に
は
さ
や
が
水
平
〜
下
向
き
に
な
る
の
で

収
穫
の
目
安
に
な
り
ま
す
。

●
畑
の
選
定

　そ
ら
豆
は
水
は
け
の
よ
い
肥
沃
な
土
地
を

好
み
ま
す
。
特
に
播
種
直
後
に
大
雨
な
ど
で

ほ
場
に
水
が
停
滞
す
る
と
種
子
が
腐
敗
し
て

し
ま
い
発
芽
し
ま
せ
ん
。
水
は
け
が
心
配
な

ほ
場
で
は
高
畝
に
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
酸
性
土
壌
は
嫌
う
の
で
播
種
の
前

に
は
必
ず
石
灰
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
豆
類
は
連
作
を
嫌
い
ま
す
。
一
度
豆
類

を
作
付
け
し
た
所
は
3
年
程
度
豆
類
を
栽
培

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ほ
場
の
準
備

　播
種
の
2
週
間
前
に
10
平
方
㍍
あ
た
り

堆
肥
約
20
㌔
、
石
灰
約
1
㌔
施
用
し
、
耕
し

て
お
き
ま
す
。
1
週
間
前
に
Ｊ
Ａ
岡
山
専
用

有
機
肥
料
等
を
約
8
0
0
㌘
施
用
し
、
約

1
・
2
㍍
程
度
の
幅
の
畝
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
播
種

　そ
ら
豆
の
種
子
は
播
種
前
に
水
に
つ
け

た
り
す
る
と
腐
敗
の
原
因
に
な
る
の
で
水

に
つ
け
る
の
は
厳
禁
で
す
。
播
種
は
畝
の

中
央
に
株
間
約
40
㌢
で
1
条
播
き
を
し
、

1
カ
所
1
粒
播
き
ま
す
。
種
子
は
オ
ハ
グ

ロ
部
分
を
斜
め
下
に
し
、
種
子
が
見
え
な

く
な
る
程
度
に
厚
さ
1
㌢
程
度
土
で
覆
い

ま
す
（
資
料
2
）。
種
子
が
見
え
て
し
ま
う

と
、
発
芽
ま
で
に
鳥
害
に
あ
う
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　ま
た
、
1
粒
播
き
の
た
め
、
欠
株
と
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
予
備
の
苗
を
用
意
し

て
お
き
、
本
葉
2
枚
の
こ
ろ
に
、
あ
ま
り

根
を
切
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
補
植
し

ま
し
ょ
う
。

●
茎
の
管
理

　春
に
な
っ
て
茎
が
50
〜
60
㌢
に
な
る
と

不
要
な
茎
を
整
理
し
ま
す
。
茎
が
込
み

合
っ
て
株
の
中
の
方
ま
で
光
線
が
入
ら
な

い
場
合
は
、
遅
れ
て
出
た
細
い
茎
を
切
除

し
、
1
株
7
〜
8
本
に
し
ま
す
。

●
追
肥
・
土
寄
せ

　茎
の
整
理
が
終
わ
る
と
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
な
り
ま
す
。
10
平
方
㍍
あ
た
り
Ｊ
Ａ
岡

山
専
用
有
機
肥
料
等
を
約
3
0
0
㌘
施
用

し
、
同
時
に
株
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
土
寄
せ

を
行
い
ま
す
。
そ
ら
豆
は
さ
や
が
大
き
く
な

り
始
め
か
ら
収
穫
期
に
か
け
て
株
が
倒
れ
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
草
丈
に
な

る
と
周
囲
に
杭
を
立
て
紐
を
張
り
、
倒
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
・
灌
水

　暖
か
く
な
る
と
そ
ら
豆
は
ア
ブ
ラ
ム
シ

の
発
生
に
注
意
が
必
要
で
す
。
生
育
・
収

量
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
ウ
イ
ル
ス
病

も
ア
ブ
ラ
ム
シ
で
媒
介
さ
れ
る
の
で
発
生

初
期
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
（
資
料
3
）。

　そ
ら
豆
は
乾
燥
に
弱
い
の
で
乾
燥
が
続
く

よ
う
な
ら
灌
水
を
行
い
ま
す
。
特
に
開
花
期

以
降
の
極
端
な
乾
燥
は
落
花
や
さ
や
の
大
き

さ
が
変
わ
る
原
因
と
な
る
の
で
水
切
れ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。

●
収
穫

　さ
や
が
肥
大
し
、
上
に
む
い
て
い
た
さ

や
が
水
平
〜
下
向
き
に
な
り
、
背
筋
部
が

黒
く
な
る
と
収
穫
期
で
す
（
資
料
4
）。
収

穫
始
め
に
は
必
ず
さ
や
を
む
き
、
粒
の
オ

ハ
グ
ロ
部
分
が
黒
く
な
っ
て
い
る
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
そ
ら
豆
は
収
穫
期
間
の
短

い
作
物
で
す
。
取
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

そ
ら
豆
は

デ
リ
ケ
ー
ト
な

野
菜
で
す

豊
富
な
花
姿
･
･
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　桜
と
と
も
に
開
花
す
る
秋
植
え
球
根
の

定
番
で
す
。
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
と
ミ
ニ
知

識
の
ご
紹
介
で
す
！

　花
言
葉
は
「
思
い
や
り
」、
と
て
も
親
し

ま
れ
て
い
る
花
な
の
で
、
色
や
本
数
で
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

●
歴
史
と
特
性

　チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
原
種
は
地
中
海
沿
岸

の
ス
ペ
イ
ン
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
中
央
ア
ジ

ア
、
中
国
西
部
、
西
シ
ベ
リ
ア
ま
で
広
く

分
布
し
て
い
て
、
そ
の
も
と
は
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
天
山
山
脈
と
砂
漠
地
帯
か
ら
始

ま
っ
た
と
か
、
ト
ル
コ
の
ア
ナ
ト
リ
ア
地

方
か
ら
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　気
象
的
に
は
、
比
較
的
冷
涼
で
、
冬
が

湿
潤
で
、
夏
は
乾
燥
し
た
地
帯
が
中
心
で

す
。
こ
の
環
境
が
現
在
の
品
種
の
好
む
基

本
的
な
条
件
と
思
わ
れ
ま
す
。

　と
て
も
美
し
い
植
物
の
た
め
、
12
世
紀

に
は
ト
ル
コ
で
品
種
改
良
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
記
録
で
わ
か
る
そ
う
で
す
。

　そ
の
後
オ
ラ
ン
ダ
で
改
良
が
進
み
、
珍

し
い
球
根
が
驚
く
ほ
ど
の
高
価
で
取
引
さ

れ
、「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
バ
ブ
ル
」
の
時
代
を

経
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
＝
オ
ラ
ン
ダ
の
イ

メ
ー
ジ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　日
本
に
は
江
戸
時
代
に
入
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
一
部
で
の
栽
培
に
限
ら
れ
、
一
般
化

し
た
の
は
大
正
時
代
、
富
山
県
、
新
潟
県

で
の
商
業
生
産
か
ら
で
す
。

●
秋
･
･
花
は
も
う
で
き
て
い
る
！

　球
根
を
掘
り
上
げ
る
と
き
に
は
来
年
の

葉
の
元
が
で
き
て
お
り
、
夏
の
球
根
貯
蔵

中
に
花
芽
が
で
き
始
め
、
秋
に
は
球
根
内

に
来
春
の
花
が
で
き
て
い
ま
す
。

　も
っ
た
い
な
い
で
す
が
、
植
え
付
け
前

の
球
根
を
む
い
て
み
る
と
小
さ
な
蕾
が
あ

り
ま
す
（
資
料
5
）。

　つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
来
春
開
花
す
る

球
根
か
咲
か
な
い
球
根
か
は
決
ま
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
植
え
付
け
に
は
充
実
し
た
球

根
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

●
植
え
付
け
の
適
期
は
紅
葉
の
こ
ろ

　球
根
は
秋
早
く
か
ら
販
売
さ
れ
ま
す
が
、

根
の
伸
長
適
温
は
10
〜
15
℃
と
さ
れ
、
早
植

え
す
る
と
生
育
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に

低
温
に
は
比
較
的
耐
え
る
の
で
、
適
期
は
地

域
の
紅
葉
の
見
ご
ろ
の
頃
か
ら
で
す
。

●
植
え
付
け
に
つ
い
て
の
注
意

・
花
芽
分
化
後
に
極
度
の
高
温
に
遭
う
と
花

芽
が
枯
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
植
え
付

け
ま
で
の
間
、
入
手
し
た
球
根
は
直
射
光

の
当
た
ら
な
い
涼
し
い
と
こ
ろ
に
保
管
し

ま
す
。

・
定
植
適
期
に
は
、
球
根
の
下
の
発
根
部

が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
植
え
付
け
時
に

こ
こ
を
傷
め
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う（
資
料
6
）
。

・
植
え
付
け
後
は
タ
ッ
プ
リ
水
や
り
し
、

そ
の
後
も
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
出
蕾
ま
で
の
間
に
乾
燥

し
す
ぎ
る
と
、
こ
れ
も
花
芽
が
枯
れ
る

原
因
に
な
り
ま
す
。

☆
ビ
オ
ラ
な
ど
と
の
混
植

　春
ま
で
は
寂
し
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
花
壇
を

華
や
か
に
す
る
た
め
ビ
オ
ラ
な
ど
と
混
植
す

る
こ
と
は
す
で
に
一
般
化
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
冬
の
水
管
理
に
も
好

都
合
な
の
で
す
。

　植
え
付
け
た
球
根
の
水
管
理
は
、
姿
が
見

え
な
い
の
で
つ
い
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す

が
、
冬
も
案
外
乾
燥
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ビ
オ
ラ
な
ど
が
萎
れ
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
に
水
管
理
す
る
こ
と
が

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
た
め
に
も
役
立
ち
ま
す
。

●
春
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と

・
花
が
ら
摘
み
は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
花

が
色
あ
せ
て
き
た
ら
花
弁
が
散
る
前
に
、

雄
し
べ
な
ど
と
一
緒
に
花
首
か
ら
折
り
取

り
ま
し
ょ
う
。
結
実
さ
せ
な
い
こ
と
で
球

根
肥
大
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
花
弁
や

葯
な
ど
が
葉
に
落
ち
る
と
褐
色
斑
点
病
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　は
さ
み
を
使
う
と
ウ
イ
ル
ス
病
を
感
染
さ

せ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
手
で
取
り
ま
す
。

・
花
が
終
わ
っ
て
か
ら
球
根
養
成
期
間
に
な
る

の
で
、
水
や
り
を
続
け
て
で
き
る
だ
け
葉
を

維
持
し
ま
す
。
肥
料
は
や
り
ま
せ
ん
。

・
5
月
後
半
以
降
、
葉
が
半
分
く
ら
い
黄
色

く
な
っ
て
き
た
ら
水
を
控
え
て
掘
り
上
げ

に
備
え
ま
す
。

　葉
全
体
が
黄
色
く
な
っ
た
ら
、
完
全
に
枯

れ
る
前
に
掘
り
上
げ
、
土
を
振
る
い
落
と

し
ま
す
。
球
根
を
大
小
に
分
け
、
ネ
ッ
ト

な
ど
に
入
れ
て
、
直
射
光
の
当
た
ら
な
い

風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
に
つ
る
し
て
保
管

し
ま
す
。

・
花
色
が
ま
だ
ら
に
な
る
ウ
イ
ル
ス
病
は
媒

介
す
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
を
ジ
ェ
イ
エ
ー
ス
粒

剤
な
ど
で
防
除
す
る
と
と
も
に
、
伝
染
源

に
な
る
発
症
し
た
株
は
早
く
抜
き
取
り
処

分
し
ま
し
ょ
う（
資
料
7
）
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2023.10

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
祇園 将人

春
が
楽
し
み

お
な
じ
み
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

ぱれっと　1213　ぱれっと　2023.10 2023.10



JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

資料10 タコツボ深耕・放射状深耕

資料8 施肥の範囲と手順

タコツボ深耕 放射状深耕

2m

1年次
1年次

2年次

直径…50cm
深さ…30～40cm

幅……40cm
長さ…1.5m
深さ…30～40cm

2年次

3年次 4年次

樹 樹

資料9 果樹品目別基肥一覧表

果樹の
種類

モモ
ブドウ
ナシ
カキ
ウメ
スモモ
イチジク
キウイ
クリ
リンゴ
ビワ
ミカン類

10～11
10～11
11～12
12

11～12
10～11
11～12
10～11
11～12
11～12
9上
3～4上

80
80

70～80
70～80
80
80
60
70
60
80
60
60

8～9中
収穫後（9）
6、7、9
6下～7上
7
9

6上、8上
3、6、9
7上、9下
収穫後（10）
2中、6上
6上、11上

20
20

20～30
20～30
20
20
40
30
40
20
40
40

100
100
100
150
100
100
50
100
50
100
50
50

200
300
200
200
150
200
80
350
75
200
100
100

100～120
80～140
180

120～170
150

100～120
150
180
200
180
250
200

基　肥
時　期
（月）

施用割合
（％）

時　期
（月）

施用割合
（％）

成　木
（10m2当たり）

1樹当たり
1年生 3年生

追　肥 窒素成分量（g）

資料11 土づくり時期

断根時期

10月上旬まで

12月上中旬

12月中旬以降

10月上中旬～
11月中旬
（地温 13℃以上）

・太い直根が伸長
・翌春までに枯死
・遅伸びを誘発

・細い秋根の伸長
・休眠まで働く
・翌春早く発根

・カルス化のみ
・翌春は新根が出る

・枯れ込み
・初期生育低下

秋根の発根状況 発根後の秋根の状態（冬）評価

△

◎

○

×

カルス形成のみ

カルス形成なし
枯れ込む

①品種や樹齢
　（施肥量を決める）

②施肥の範囲
　（株元から枝の真下まで）

④かん水

③ホーレーで軽く中耕
　（株元から2m
　 離れた所の細根を）

　今
年
の
果
樹
は
、
長
梅
雨
の
連
続
降
雨
や
梅

雨
明
け
後
、
連
日
の
猛
暑
に
よ
る
高
温
乾
燥
等

の
影
響
で
、
樹
体
は
か
な
り
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
秋
に
施
肥
や

灌
水
な
ど
土
づ
く
り
を
徹
底
し
て
、
葉
の
あ
る

年
内
に
貯
蔵
養
分
の
蓄
積
を
促
し
、
来
年
の
初

期
生
育
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
果
樹
の
基
肥
に
つ
い
て

　基
肥
に
は
窒
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
の
３
要

素
が
入
っ
た
肥
料
を
施
用
し
、
必
要
に
応
じ

て
石
灰
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
そ
の
他
微
量
要

素
（
マ
ン
ガ
ン
、
鉄
な
ど
）
を
施
用
し
ま
し
ょ

う
。
施
肥
後
は
軽
く
土
と
混
和
し
て
肥
料
成

分
と
土
を
よ
く
馴
染
ま
せ
て
か
ら
灌
水
す
る

こ
と
で
肥
料
の
吸
収
を
促
し
ま
す
（
資
料
8
）。

　果
樹
品
目
別
の
基
肥
施
肥
量
の
目
安
を
参

考
に
し
て
土
づ
く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
（
資

料
9
）。
樹
勢
（
葉
色
や
徒
長
枝
の
発
生
数
な

ど
を
考
慮
す
る
）
や
今
年
の
収
量
、
土
質
な
ど

を
考
慮
し
て
弱
っ
て
い
る
よ
う
な
樹
は
施
用

量
を
１
〜
２
割
程
度
加
減
し
ま
し
ょ
う
。

●
土
づ
く
り
の
方
法

　土
づ
く
り
に
お
い
て
は
株
元
の
太
い
根
を

断
根
す
る
と
さ
ら
に
衰
弱
す
る
の
で
、
株
元

か
ら
２
㍍
離
し
た
細
根
が
多
い
と
こ
ろ
を
土

壌
改
良
し
ま
す
。
部
分
深
耕
や
中
耕
を
行
う

と
根
を
切
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
細

根
を
切
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
根
が
発
生

し
樹
勢
回
復
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
固
ま
っ
た
土
壌
を
堆
肥
と
一
緒
に
耕
す

こ
と
で
通
気
性
、
排
水
性
、
保
水
性
の
改
善

に
つ
な
が
り
ま
す
。
部
分
深
耕
を
極
端
に
行

う
と
根
量
が
一
時
的
に
減
少
し
、
樹
勢
が
弱

る
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
樹

冠
面
積
の
１
〜
２
割
程
度
に
留
め
て
行
い
、

数
年
か
け
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
タ
コ
ツ
ボ

深
耕
と
放
射
状
深
耕
の
事
例
を
（
資
料
10
）
に

示
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
、
深

耕
し
た
時
に
土
壌
改
良
資
材
・
堆
肥
と
掘
土

を
混
和
し
、
乾
燥
し
な
い
う
ち
に
埋
め
戻
し

て
、
灌
水
す
る
こ
と
で
す
。

　

　そ
し
て
、
県
南
で
は
土
壌
改
良
の
適
期
は

10
月
中
で
あ
り
、
遅
く
て
も
11
月
上
旬
ご
ろ
ま

で
に
は
行
い
ま
し
ょ
う
（
地
温
が
下
が
り
過
ぎ

る
と
断
根
し
た
傷
口
が
癒
え
な
い
た
め
）。
土

づ
く
り
が
遅
く
な
り
過
ぎ
る
と
新
根
が
発
達
せ

ず
初
期
生
育
の
低
下
や
、
枯
れ
込
み
に
つ
な
が

る
た
め
に
注
意
が
必
要
で
す
（
資
料
11
）。

　堆
肥
の
施
用
が
大
変
な
場
合
は
、
こ
う
ぼ

堆
肥
（
濃
縮
堆
肥
）
を
代
用
す
る
こ
と
で
重
労

働
の
作
業
が
省
力
化
で
き
ま
す
。

　た
だ
し
、
１
〜
３
年
生
の
育
成
中
の
樹
で

は
、
通
常
の
堆
肥
を
施
用
す
る
方
が
、
根
づ

く
り
や
細
根
を
増
や
す
と
い
う
観
点
で
堆
肥

を
利
用
し
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
4
年

生
以
降
の
幼
木
か
ら
は
、
こ
う
ぼ
堆
肥
を
ま

い
て
省
力
化
す
る
の
が
一
番
い
い
方
法
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
堆
肥
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
か
ら
、
特
に
注
意
す
る
べ
き
は
安
価
な

堆
肥
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

安
価
な
堆
肥
は
完
熟
し
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
か
ら
で
す
。
安
価
な
堆
肥
は
、
放
置
で
き

る
場
所
が
あ
れ
ば
、
１
年
〜
半
年
放
置
し
て
、

余
分
な
肥
料
成
分
を
雨
ざ
ら
し
に
し
て
抜
い

て
か
ら
使
用
す
る
癖
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
根
が
肥
あ
た
り
し
な
く
な

る
う
え
、
完
熟
堆
肥
に
近
づ
い
て
い
く
か
ら

で
す
。
完
熟
し
た
堆
肥
は
、
有
機
物
の
分
解

が
進
み
、
く
さ
い
臭
い
が
な
く
な
り
、
色
が

営農部指導課
武田 祐一

黒
褐
色
な
い
し
黒
色
に
変
化
し
、
水
分
が
蒸

発
し
て
、
手
で
触
る
と
フ
カ
フ
カ
し
た
感
触

の
状
態
に
な
っ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

来
年
の
初
期

生
育
の
準
備
を

し
ま
し
ょ
う

JA岡山 農産物直売所 出荷会員大募集！！

お知らせお知らせ

　購買品注文ならびに、令和6年産作付用水稲種子注文
書を広報誌「ぱれっと」の中に折り込んでおりますので
ご利用ください。

※写真はイメージです

2023年10月号チラシ掲載商品
・玉ねぎ植え付け 各種資材・農薬
・巷で噂の野菜種子集めました！
・サカタの液肥で解決！
・令和6年産水稲用土づくり肥料予約
・くらしの宅配便
・今月のおすすめ

果
樹

①JA岡山の「正組合員」であること　②希望する直売所の審査基準を満たしていること
③自ら生産した新鮮で、安全・安心な農作物が出荷できること　など

申込方法など詳細は、各直売所または園芸課（直売所担当）までお問い合わせください。TEL：086-225-3266（園芸課直売所担当）

会員資格

10 12

不動産開発課
岡山市北区大供表町4-36

大切な家族が争わないために事前の準備をしておきましょう。

ぱれっと　142023.1015　ぱれっと　
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地
域
に
よ
ろ
こ
び
の

種
を
ま
く

vol.278
2023 October

JA岡山  広報誌

10
vol.278

2023 October

地域によろこびの
種をまく

JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

オ ン ラ イ ン

かやは な
オンラインショップ

JA岡山JA岡山
各種媒体で情報発信

岩倉公園あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

10
　今回のあぐろグラムでは、加賀郡吉備中央町上田西にある岩倉公園について紹介いたします。
　岡山県の中心点を検出した結果、岩倉山（標高394.2㍍）をシンボル公園として整備しました。写真は、
中心点を表現したモニュメントです。
　中心のステンレス球はHeart・Of・Okayamaを表
し、他はそれぞれ 県内の旧行政区分（岡山・倉敷・高梁・
井笠・東備・勝英・津山・真庭・阿新）を代表しています。
　ここからは360度のパノラマが見渡せ、気軽に利用
できる自然レクリエーションの森として親しまれてい
ます。

編集担当　弘末　彩香

農を担う
米麦農家　尾田 匠見 さん
上南地区………10ページ

農を担う
米麦農家　尾田 匠見 さん
上南地区………10ページ

農を担う
米麦農家　尾田 匠見 さん
上南地区………10ページ

ご飯に❻をのせる時は、汁をやや
多め（つゆだく状態）にするとホワ
イトソースとの絡みが良くなります。

Point!

ノートルダム清心女子大学  食品栄養学科 学生考案レシピ

材料（2人分）

❶鳥肉はひと口サイズに小さめにカット、タマネギはくし形の薄切り、トマトはさいの目切りにして、＜調味料A＞を合わせたフライパンでしっかり煮込む。
❷アスパラガス、赤パプリカは食べやすい大きさに切り、塩ゆでにする。その後、ざるにあげて水気をきっておく。
❸ホワイトソースを作るため、小麦粉とバターを600wのレンジで30秒加熱し、泡だて器でむらなく混ぜる。
❹❸に牛乳（60cc程度）を少しずつ加えて混ぜ、600wのレンジで3分加熱する。
❺❹を取り出してよく混ぜた後、残りの牛乳（50㏄程度）を少しずつ混ぜ、600wのレンジで更に1分加熱する。
　その後コンソメ、塩こしょうとブラックペッパーで味付けする。
❻ホワイトソースが完成したら、❶に溶き卵を加えて半熟になるまで加熱する。
❼ご飯の上に❻をのせて、周りにホワイトソース、アスパラガス、赤パプリカをトッピングして完成。

ご飯……………………………… 1合
鳥肉 ………………………… 120ｇ
タマネギ………………………… 60g
トマト …………………………… 60ｇ
アスパラガス…………………… 10g
赤パプリカ……………………… 10g
卵 ……………………………… 2個

＜調味料Ａ＞
水 ……………………………240cc
コンソメ（顆粒）…………… 小さじ２
醤油（濃口）……………… 大さじ1弱
めんつゆ(3倍希釈のもの）
………………………… 大さじ1弱

＜ホワイトソースB＞
バター…………………大さじ1と1/2
小麦粉 ………………大さじ１と1/2
牛乳
　…220cc～230cc（お好みの固さに調整）
コンソメ（顆粒）
……… 小さじ1/2程度（お好みで）
塩コショウ ………………………少々
ブラックペッパー ………………少々

彩り野菜のクリーム親子丼

今月の折り込み 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか令和６年産作付用水稲種子注文書
2023年10月号カタログショッピングチラシ

特集「営農振興計画」のあゆみ




